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解答例 

 

適性検査Ⅰ 

１ １００点 

〔問題１〕 ２０点 

ウェブサイト・アプリの「乗りかえ案内サービス」の開発により、本の時こく表で調べる労力を不要と

思うようになったということ。（６０文字） 

〔問題２〕 ２０点 

石おのには、時間と労力をかけなければならないからこそ、ひと息入れている時にばん物との対

話を楽しめるという価ちがある。（５８文字） 

〔問題３〕 ６０点 

（省略） 

 

 

適性検査Ⅱ 

１ ３０点 

〔問題１〕 １２点 

〔問題２〕 １８点 
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〔説明〕 

ＡとＣの和はＢの２倍になっていて、ＤとＦの和はＥの２倍になっている。 

したがって、ＢとＥの和の３倍が、６個の数の和と同じになる。 

１３５÷３＝４５なので、ＢとＥの和が４５になる場所を見つければよい。 

〔アの側面に書く４個の数〕 〔イの側面に書く４個の数〕 

１ ２ ３ ５ １ ３ ４ ５ 

〔ウの側面に書く４個の数〕 〔エの側面に書く４個の数〕 

１ ２ ３ ７ １ ３ ４ ７ 



 

 
 

２ ３０点 

〔問題１〕 １５点 

〔問題２〕 １５点 

（選んだ二つを◯で囲みなさい。） 

 

   図３      図４     図５ 

 

 

 図３のように商品を生産する立場の人たちが、間ばつ材を使った商品を開発した

り、利用方法を考えたりすることで、さまざまな商品が生まれる。また、商品を買

う立場の人たちも、図４のような間ばつ材を知ってもらう活動を通じて、間ばつ

や、間ばつ材を使った商品に関心をもつ。これらの活動から、商品を売ったり買っ

たりする機会が生まれ、間ばつ材の利用がそく進される。 

 
 

〔アの展開図
てんかいず

〕 〔イの展開図〕 

〔ウの展開図〕 〔エの展開図〕 

図１より、主ばつに適した林れいは、５０年以上であることが分かる。図２の２０

１７年の林れい構成をみると、主ばつに適した林れい５０年を経過した人工林の面

積は大きいが、林れい３０年よりもわかい人工林の面積は小さい。１９７６年、１９

９５年、２０１７年の変化から、林れい５０年以上の人工林が主ばつされると、しょ

う来、主ばつに適した人工林は少なくなっていくことが予想される。よって、利用す

ることのできる木材の量が減ることが課題である。 
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３ ４０点 

〔問題１〕 ２０点 

（１） 

 

 

 

 

 （２） 

 

 

 

 

〔理由〕 

図６から、○えは○あに対して、つつの右側のじ石の極は変わらないが、左側のじ石

の極は反対である。図７のイより、鉄板に置く４個のじ石のうち、右側の２個のじ石

の上側の極は変えずに、左側の２個のじ石の上側をＮ極からＳ極に変えるとよいか

ら。 

〔問題２〕 ２０点 

（１）２個 

（２）〔大きい場合〕  ② 

〔理由〕 

①はＡ方向がそろっていないので、Ｎ極とＳ極が引き合う部分と、Ｎ極どうしやＳ

極どうしがしりぞけ合う部分がある。それに対して、②はＡ方向がそろっているの

で、ほとんどの部分でＮ極とＳ極が引き合う。そのため、①より②のほうが引き合う

部分が大きいから。 
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